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2021年2月1日に発生したミャンマー軍によるクーデター。

その日から、ミャンマーの人びとの生活は一転しました。

軍による支配に抵抗し、全国各地で若者をはじめ多くの人びとが

抗議運動に参加。一方で軍による弾圧は強まり、これまでに

10,971人が逮捕・拘留され、 1,343人が命を落としました。

*(12/15時点)

この危機的な状況を受けて、 Earth Companyは、2021年3月8日

から4月31日の期間に「真の民主化を目指すミャンマーに支援を！

緊急クラウドファンディング」 を実施。資金調達の困難なウェイウェ

イの活動へのご支援を募り、最終的に 317人の方から3,675,000

円のご寄付をいただきました。

これにより、ウェイウェイたちは非常に困難な状況の下でも、アドボ

カシー活動を無事続けることができました。ここでは、クーデター発

生後からウェイウェイが取り組んできた活動についてご報告しま

す。
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目標金額：3,000,000円
支援金額：3,675,000円
支援人数：317人
支援内容：ミャンマーの若者を導き、国際社会を動かすウェイウェイ

の10ヶ月分の活動費

はじめに

*ミャンマー市民団体「政治犯支援協会（AAPP）」https://twitter.com/aapp_burma/status/1471103436410130438



ウェイウェイ・ヌー　Wai Wai Nu
ミャンマー 　人権・平和活動家

ミャンマー・ラカイン州出身のロヒンギャ。民主化運動に関わっていた政治

家の父を持つという理由で、大学生だった  2005年に突然逮捕・投獄さ

れ、7年間の刑務所生活を余儀なくされる。刑務所内で多くの女性の話に

耳を傾ける中で、社会的不平等の結果厳しい境遇にある女性たちの実状

を知り、女性や少数民族の権利と尊厳が守られる社会を築くことを決意。

2012年の釈放後、女性への教育機会提供を目的とした  Women’s 

Peace Networkを設立。その後、少数民族とビルマ人の若者が一緒に

平和構築を学べるユースセンターの運営や、ロヒンギャ難民キャンプへの

支援活動など、草の根での活動を推進する一方、ミャンマーの少数民族の

人権問題のみならず、2021年2月に起こったクーデター発生後は、国際機

関や各国政府へのアドボカシーやメディアを通した情報発信など、ミャン

マー国民に自由と民主主義を取り戻すため、精力的に活動。
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プロフィール



▶▶ 国際社会動向

5

クーデター発生
抗議活動の開始 

国連安全保障理事
会緊急招集（3月） 

国連総会で武器流入防止の
決議採択（6月）

メディアやイベントでの
情報発信開始
（2月～）

国連に共同声明文提出
(3月～複数回)

米バイデン大統領・オバ
マ元大統領への書簡提
出（8月）

国連人権理事会
で登壇(9月)

米国国務長官と
面会(7月)

市民の死者数
1000人を超える

ミャンマー動向とウェイウェイのアドボカシー活動（2021年2月～）

▶▶ ウェイウェイの主な活動

5月

国軍が5600人の拘束
者を解放！(10月)

2021年2月

国民統一政府
（NUG) 発足

4月 6月3月 7月 9月 10月

NUG閣僚に対してロヒンギャ
政策に関する非公式アドバイ
ザリー(4月～)

NUGが国軍への
武力攻撃開始

ASEANに共同声明
文提出(10月)

ASEANが国軍司令官
の首脳会議参加を拒否
(10月)

8月 11月

NUGがロヒンギャに市民権
を与える基本方針発表
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関係図
ウェイウェイからの働きかけ

各アクターのウェイウェイへの働
きかけ



国連総会の人権理事会に登壇

9月15日から開催された国連総会では、ミャンマー民主派

代表の演説は取り辞めとなり、国際社会に声を届けること

はできませんでした。一方ウェイウェイは、国連総会の閣

僚会議に基調講演者として登壇。クーデターによる被害、

そして国際社会が過去に軍が犯した人権侵害・戦争犯罪

を処罰せず、説明責任を追求してこなかったことが、軍が

力を持ち今回のクーデターの発生に至ったとして、国際社

会によるアクションを強く求めました。
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軍の組織犯罪を立証するために

ウェイウェイは、クーデターでの虐殺が軍の最高司令部の

下で行われた犯罪だと立証し、国際刑事裁判所で裁判を

行う必要性を説いています。国際法に則り裁判を行うため

には、犯罪の一つ一つを立証していく必要があり、その役

割を担うのが、ウェイウェイが設立に関わった、ミャンマー

独立調査メカニズムです。ミャンマー各地から集められた

証言を調査し立証していくには、2年以上かかると言われて

いますが、一つ一つをの事案について継続して調査を行っ

ています。

ウェイウェイの活動①　国際社会への働きかけ

国際機関や各国政府に対する
アドボカシー活動

実はアドボカシー活動として表に出てくるものはほんの一

部で、ウェイウェイは日々、国際機関や欧米政府の政策立

案に関わるキーパーソンたちへ、情報提供や意見交換を

行うなどミャンマー情勢の改善に向けた地道な働きかけを

続けています。彼女がこれまで積み上げてきた実績とネッ

トワークにより、政府関係者から専門家として信頼される

存在として、ウェイウェイの国際社会への影響力はさらに

拡大しています。
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ブリンケン国務長官との面会

民主主義が揺らぐ国際社会の中で、アメリカは民主主義の繁栄を命題に掲げ

ています。その推進をバイデン政権で担っているのがブリンケン国務長官。  

7月上旬、ウェイウェイは、ブリンケン国務長官と面会し、ミャンマーの現状を

訴え、アメリカ政府のミャンマー政策への提言と  ASEANへの働きかけを促

しました。

米・シンクタンク主催のイベントに登壇

7月下旬、歴代の大統領とも深い関係を持ち、米政権に影響力を持つシンク

タンク・Heritage Foundationが開催した「ビルマでのクーデターに対する

米国の対応の拡大」というイベントに登壇。国際人権活動家らのパネルにお

いて、アメリカ政府によるミャンマー政策について議論しました。

米国報道番組「PBS NewsHour」で国際社会の
協力を呼びかけ

6月23日、ウェイウェイが米国の公共ネットワークの報道番組「  PBS 

NewsHour」に出演。「国際社会、国連総会および安全保障理事会が軍隊

を止めなければ、私たちの国は崩壊の危機に陥ります」と国際社会の協力を

強く呼びかけました。

ウェイウェイの活動②

アメリカ政府へのアドボカシー



ウェイウェイの活動③

ミャンマー国内への働きかけ
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若者のエンパワメント

ウェイウェイが運営してきたヤンゴン・ユース・リーダーシップ・セン

ターを卒業した3500人の若者たちも、抗議活動の最前線で声を あ

げ、リーダーシップを担っています。ウェイウェイは物資支援に加

え、若者数百名が参加する SNSで、民主化実現のための効果的

なメッセージの出し方をアドバイスするなど、若者たちが安全に正

しい形で抗議活動を続けられるようサポートをしています。

民主派政権への働きかけ

民主派勢力が樹立した国民統一政府 (NUG)ともネットワークを持

つウェイウェイは、NUG閣僚から民主化を進めるための政策立案

に関して非公式に助言を求められる存在でもあります。 NUGのロ

ヒンギャ政策に対してのインプットを行い、包括的な民主主義の実

現に向けて働きかけを行っています。
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今年の米TIME誌「最も影響力のある 100人」に、ミャンマーか

らは女性活動家の  Esther Ze Naw Bamvoさんと  Ei 

Thinzar Maungさんが選出されました！このうち  Eiさんは、

ウェイウェイがヤンゴンで運営するユース・リーダーシップ・セン

ター(YYLC)の卒業生です。

少数民族シャン族出身の  Eiさんは、学生時代に  YYLCで市

民・政治教育プログラムに参加し、民主主義や平和構築につい

て学んだ1人でした。クーデター発生直後から抗議活動を開始。

民主派政権が立ち上げた国民統合政府   (NUG)では、史上最

年少で副大臣に就任し、少数民族・女性・若者の代弁者として、

最前線で活動しています。また、 Estherさんは、ウェイウェイと

共に活動してきた少数民族リーダーの一人でもあります。

そんな彼女たちを世界中が、ミャンマーの未来を担う「希望」とし

て、応援しています。

ウェイウェイから学んだ若者たちが、
世界から注目されています！

次世代リーダーの誕生

8



 9

追悼記念イベントの開催 共同声明を発表 アメリカ大統領へ書簡を提出

8月25日にWomen’s Peace Networkは、ミャン

マーの有名な国内メディアで  1600万人のフォロ

ワーをもつDVB*と、3言語（英語・ミャンマー語・ロヒ

ンギャ語）でのオンラインイベントを共催しました。国

内外の人権活動家が登壇しウェイウェイが司会進行

を務めたイベントには、世界中から  5000人以上が

参加し、11万回を越える再生回数を記録し、拡散され

ています。

*DVB: Democratic Voice of Myanmar 

Womens Peace Networkは、ミャンマー人権活動

家や少数民族の市民団体との共同声明を発表。軍によ

る組織的な性暴力の停止について訴えました。ミャン

マーではロヒンギャをはじめ少数民族が正式な国民とみ

なされておらず、少数民族に対する性的暴力は長い間

当然のこととして扱われてきた背景があります。このよう

な不条理な状況を世間に訴え、全ての女性に対する暴

力の撤廃に向けたアドボカシーを続けています。

国際機関やアメリカをはじめとする政府の多くは、未

だに2017年ロヒンギャ虐殺をジェノサイド（大量殺

戮）と認定していません。ウェイウェイは、大国であ

るアメリカが世界に先駆けて「ジェノサイド認定」を

し、国軍の責任を追求することを求めています。虐

殺から4年が経った8月25日に、バイデン米大統領

とオバマ元大統領に向けて書簡を送り、米政府の行

動を求めました。

ロヒンギャ虐殺から4年　-8月25日追悼記念日に-
2017年に起こったロヒンギャに対する虐殺の事実認定と責任追及を、国際社会が明確にしてこなかったことが、今回国軍が権力を掌握しクーデ
ターを実現できた背景にあるとウェイウェイは指摘。国際法に則って国軍の責任を追求するよう、各方面に働きかけています。



12

外交誌で少数民族を取り残さない民主化を訴える

アジア太平洋地域の外交問題を扱う著名な専門誌「 The Diplomat」に、

ウェイウェイが寄稿。「ロヒンギャをはじめとする少数民族の参加が、ミャ

ンマーの民主化の鍵を握る」と、すべての少数民族の自由と平等を訴え

るウェイウェイの主張は、ミャンマーの国民統一政府の政策にも影響を与

えています。

メディア掲載 (2021年2月～11月）

記事の本数
執筆・引用含む

41件

メディア出演 /
イベント登壇

30回

拡散された
国数

20か国

メディアでの活動

取り上げられたメディア　(一部)
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米・ワシントンで開催される国
際的な信教の自由について
議論する世界最大規模のサ
ミットで、ユース・リーダー賞に
選出

世界的なファッションデザイ
ナーDiane von 
Furstenberg（DVF）が選
ぶ世界に影響を与えた女性
たちへのアウォード

メリンダ・ゲイツと並んでの受
賞

民主主義の始まりの地である
ギリシャ・アテネで開催される
民主主義フォーラムから、アテ
ネ市デモクラシー・アワードを
受賞
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国際信教の自由サミット  2021　ユース・リーダー賞

アテネ市デモクラシー・アワード  2021コペンハーゲン・デモクラシー・サミット 2021

世界から集まるウェイウェイへの期待

DVFアワード2021 

2018年に米バイデン大統領の
呼びかけによって創設

EU各国の大臣や大統領も登
壇するなど、ハイレベルな政策
立案者が集まる場に登壇

ウェイウェイの働きが国際的に評価され、権威ある数々の賞を受賞しています



ウェイウェイからのメッセージ
政治犯として捕まえられ、刑務所から解放されてから  9年間。

人権活動家としてミャンマーの真の民主主義の実現を訴え続けてきました。

国レベルでの変革を起こすのには、長い長い時間がかかることを実感しつ

つ、小さな変化の積み重ねが大きな変革につながることを信じてきた日々で

した。

私たちが理想に掲げる未来は、魔法のように、ある日突然実現されるもので

はありません。何年も声を上げ続け、小さな前進を積み重ねた先に、理想の

社会があるのです。

アドボカシーは、簡単ではなく、時間がかかり、すぐには結果が見えません。

それでも声を上げることで助かる命があります。

このような私たちの活動を支援してくださった日本の皆さんには心からの感

謝を伝えたいです。本当にありがとうございます。ミャンマーで真の民主主義

を実現するまで、私は活動を続けます。

引き続き応援よろしくお願いします。

Women Peace Network 代表

Wai Wai Nu
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写真

今年2月のミャンマーの軍事クーデター、そして勇敢に抵抗の声を上げるミャン
マーの人たちの姿に、私たちは驚き、怒り、胸を痛め、心を震わせました。

でも日々配信される映像のその先に、自分の家族や、友人や、多くの仲間たちが
いるウェイウェイの胸の内は、同じ立場にない私には到底思い及ぶものではあり
ません。

にもかかわらず、クーデター後の彼女は、まさに全身全霊で自分ができることに集
中しています。それは  2012年から10年近くの間、ロヒンギャの若き女性リーダー
として、民族間の橋渡し役として、人権法の専門家として、平和活動家として、彼女
自身が培い積み上げてきた知見やスキル、信頼と人脈にもとづく、彼女にしか果
たせない重要な役割です。

ウェイウェイと話すたびに、国際社会とミャンマー国内の双方に対して持つ彼女の
影響力の大きさを実感し、そんな彼女の活動のサポートに皆さまと共に貢献でき
たことを、光栄に思います。

そしてご寄付を通して、ウェイウェイへのサポートを可能にしてくださった皆さまに
は、改めて心からの感謝をお伝えしたいです。

残念ながらミャンマー情勢の改善にはなかなか先の見えない途が続きますが、少
しずつだとしても、確実に未来に向かって進んでいます。だからこそ、無力感や悲
壮感に決して打ちのめされず活動を続けるウェイウェイのような人たちを、決して
見捨てず応援していきたい。

その想いを皆さまと共有して、本レポートの締めとさせていただきます。

2021年12月
Earth Company 日本事務局長　佐藤真美

Earth Companyからの
メッセージ

左からウェイウェイ、共同代表濱川明日香、日本事務局長佐藤真美
2019年12月タイチェンマイ
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2021年12月現在、軍によるミャンマーの支配は続いており、ウェイ

ウェイの活動も休むことなく継続しています。引き続き下記の活動

に対してご支援をお願いしております。

・アドボカシー活動

・ミャンマー国内で抗議活動を続ける若者支援（安全な家の確保、

生活支援費など）

こちらの活動へのご寄付は、以下の通り受けつけております。

  ミャンマーの民主化実現のためのウェイウェイ・ヌーの活動支援

  ウェブサイトからのご寄付
  URL: https://www.earthcompany.info/ja/onetime/

  銀行振込でのご寄付
  銀行名　PayPay銀行（旧ジャパンネット銀行）
  支店名　すずめ支店
  口座名　普通）6899165
  名義　　シャ）アースカンパニー

  下記口座までお振込みの上、お手数ですが Earth Company ドナーリレーション担当（メー
ル：donate@earthcompany.info、電話：03-6753-1558）までご一報ください。

ウェイウェイへのご支援
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https://www.earthcompany.info/ja/onetime/


We do not inherit the earth from our ancestors.
We borrow it from our children.


